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平均的な 1口当たりの咀嚼回数は，10回未満，10～ 20回未満，20～ 30未満，30回以上の 5
段階で回答した。
咀嚼能力は食品受容応答スコアを用いた（表 1）6）。食品受容応答スコアとは食品 31項目に
ついて，「噛める」を 4点，「あまり噛めない」を 3点，「なんとか噛める」を 2点，「噛めない」
















噛めない あまり噛まない なんとか噛める 噛める
ゆで卵 1 2 3 4
チーズ 1 2 3 4
生のたまねぎ 1 2 3 4
煮魚 1 2 3 4
まぐろの刺身 1 2 3 4
ごはん 1 2 3 4
ちくわ 1 2 3 4
食パン 1 2 3 4
さやえんどう 1 2 3 4
きゃべつ 1 2 3 4
鶏のささみ 1 2 3 4
はくさい 1 2 3 4
ハム 1 2 3 4
クッキー 1 2 3 4
こんにゃく 1 2 3 4
きゅうり 1 2 3 4
生のにんじん 1 2 3 4
かまぼこ 1 2 3 4
柿 1 2 3 4
りんご 1 2 3 4
せんべい 1 2 3 4
きんぴらごぼう 1 2 3 4
もち 1 2 3 4
貝柱の刺身 1 2 3 4
おもち 1 2 3 4
キャラメル 1 2 3 4
ピーナッツ 1 2 3 4
フランスパン 1 2 3 4
たくあん 1 2 3 4
たこの刺身 1 2 3 4





















































食品受容応答スコアより 130名の咀嚼能力を求めた。食品受容応答スコアは 97から 124の
範囲にあり，平均値± 1標準偏差は 121.3± 4.5であった。この集団の食品受容応答スコアを
122で分画し，122以上の咀嚼能力良好群と 121以下の咀嚼能力不良群に大別し検討した。121






























































アの平均値±1標準偏差は 121.3±4.5であった。Cutoff  point121で検討すれば，平均値がほ


















では 25～ 31回との報告されている。先に述べたごとく，今回の調査において，この集団の 1
口当たり 30回咀嚼している者は 6.2％であった。日本学校保健会が児童と保護者に対し実施し
た調査によれば，児童に対し，1口当たりの咀嚼回数は 10～ 30回未満が最も多く 61％であり，
同時に実施した保護者に対する調査では，あなたのお子さんの咀嚼回数の状態として同様の質









10年代戦前の麦飯や野菜料理が中心であった家庭食では 1420回（食事時間 22分，840 kcal），
現在のパンや肉料理，サラダなどの洋風化された食事は 620回（食事時間 11分，2025 kcal）
であったと，現代人の咀嚼回数の減少を示した。さらに，これらの結果は，1回当たりの咀
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